知つておをたいこと 


本装置や添付のソフトウエアの特長、導入の際に巧っておいていただきたい事柄 I こついて説明します。 


本装置について(一2ページ） . 

. ストリーミングサーバファミリ ー本装置の特 

長-機能について説明しています。 

を部のを称と機能(^11ぺージ） . 

. 本装置のを部の名称やランプ表示の意巧について 

説明していまず。 

運巧時の操作(->16ページ） . 

. 日常の運用の隐に巧っておいていただきたい機能 

や操作方法について説 S 月しています。 
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本装置について 

お買い求め I こなられた本装置について説明しまず。 


ストリーミングサーパとは 


ブ□ードバンド時代の到来により、大量の巧像データや音声データがストリーミングコンテ 
ンツとして流适ずる環境が求められています。 

このようなストリ ー ミングコンテンツを高まにデジタルデータ化(エンコード）し、世巧に向 
けて配信（デリバリ）ずるために開発されたのが r ストリーミングサーバ」です。 

ストリー5ングサーバを使用することにより，世界中で行われているコンサート、スポーツ 
などのイベントや最新のニュースなどをインターネットかより早く、よりビジュアル的 
に伝えることができまず。 

ストリーミングサーバファミリーには、目的や用途に応じて次のモデルが用意されていま 
ず。 


• LiteServer ( ライトサーパ ': LS モデル） 

ル規模向けに巧像-音声の取り込みか6函信まで巧うことを目的としたモデルでず。ス 
リムタワー型のコンパクトモデルのため場所をと6ずにストリーミングを活用すること 
ができます。ライトサーバに関する説明は本書に記載されています。 



ユーザー 


ユーザー 
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• DeliveryServer (テ リバ U ヴーパ： DS モデル )/ GeneralServer (ジェネ ラルサーパ : 
GS モデル） 

取り込んだ巧像や音声をインターネットや CAT V 上にリアルタイムで画信（デリバリ） 
ずることを目的としたモデルでず。 

• EncodeServer ( エンコードサーバ： ES モデル） 

巧像や音声などのソースの取り込み(エンコード）を目的としたモデルです。2 CPU にず 
ることでより高まにエンコード処理が行えます。 

デリバリサーバやジェネラルサーバ、エンコードサーバの詳細については、弊社営業担当、 
またはもよりの販売店にお問い合わせください。 


知つておさたいこと 
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特長と機能 



性能 


参 Intel ® Pentium ® 4 Processor 搭載 
• 高速1000目 ASE - T /100 BASE - TX / 
TOBASE - T インタ フエー ス 

(1 000 Mbps / 100 Mbps / 1日 Mbps 対応） 
• 高速ディスクアクセス （ UltraATAlOO 対 
応） 



信頼性 


• メモリ監視機能 （1 ビット エラー 訂正/ 
2ビット エラー 検化） 

• 温度異常お知 
• 内蔵ファン回転監視機能 
• 内部電圧監視機能 
• 巨 IOS パスワード機能 



固張性 

• PCI パス x 2 ス □、ソ ト 

• AGP パス x 1 ス日ツト 

• 最大 2 G 巨の大容量メモリ 
• ディスク2台搭載可能 

• USB 2.0 対応 



• ESMPRO/ServerAgent 

• ESMPRO/ServerManager 


3ぐに使える-設定できる 

• 購入時の八ードディスクにオペレーティングシステムがインス 
トール済み* 

• 机 indows Media サービスの標準インストール* 

• き動インス I -ール、ソール r シームレスセットアップ」[こよる無人 
再インス I -ールを実現 

* 購入時[こプリインストールをオーダーした場合。 


巧機能 

DUMP スイッチによるメモリダンプ機能 


m 己診断機能 

• Power On Self-Test ( POST ) 

• システム診断 ( T & D ) ユーティリティ 


胃スペース/省電力 


胃富な機能搭載 

• サウンドスピーカ内蔵 
• 才ーディオ端す ( LINE - IN / UNE - OUT ) 搭載 

• EI Torito Bootable CD - ROM(no emulation 
mode ) フォーマツ トをサポート 

• リモートパワーオン機能 

• AC-UNK 機能 


画 利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESS 己 UILDER (システムセッ ト アップユーティ リ ティ） 

• Express 円 cnic (セッ ト アップパラメータ FD 作成ユーティリ 
ティ） 

• CMOS Setup 旧 I 0 S セツ ト アップユーティリティ） 


■ 87 ( W ) X 372 ( D ) X 304( H ) mm (綿置き時）の省スぺース設計 
• 横置き巧能 

• スリープに1 . S 3) 機能（オプションボードじよっては機能しないものもある。 ACPI サスぺ 
ンドタイプとして、「51」と rS 3」 をサポート。サスペンドタイプじついては「ハードウェア 
編」の r 省電カモードの起動」に0ページ)を参照。 
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A — ドウエアび提供ずる機能 

本装置の八ードウエアが提供する機能について説 S 月します。 

• システムシャーシ 

縱置き時に幅 87 mm • 奥巧き 372 mm • 高さ304 mm のスリムなシャーシを揉用していま 
す。 

電源は AC 100 V 巧 0/60 HZ ) じ対応しています。ファイルデバイスとしてスリム CD-ROM 
ドライブとフ□、ソピーディスクドライブを標準で装備しています。 CD - ROM ドライスま 
曰 Torito Bootable CD - ROM(no emulation mode ) フォーマットをサポートして 
います。 

また、本体背面のセキュリティプレートを施歸することで本体カバーを□ックできま 
す。 

• 八ードディスク•ディスクアレイ（オプション） 

巧蔵の八ードディスクは UltraATA 100に対応した高まディスクドライブを探巧していま 
す(最大2台搭載可能)。オプションのディスクミラーリングコント□ーラに接続すること 
で内蔵八ードディスク （2 台搭載がか要）をディスクアレイ （RAID 0/ RAID 1) で運用でき 
ます。 

• :令却フアン 

本体用 (2 個）と CPU 用 （1 個）の3つのち巧ファンを内蔵しています。ファンの回転状態は 
システムから監視されています。 

• マザーボード 

マザーボード上じあるコンポーネントおよびそのコンポーネントが提供する機能に 
ついて簡単に説明します。 

- ネットワーク 

本装置は1000 BASE - T 、 100 Base - TX 、 10 BASE - T に対応したネットワークポート 
を1チャネル標準装備していまず。 

ーメモリ 

DIMM を搭載できるス□、ソトを2ス□ット装備していまず。標準で已1 2 MB 
(巳1 2 MBX 1 ) 、最大 2 GB ( 1 GBx 2) まで増設ずることができます。 

1ビットエラーをお化し、これを訂正することができます。また、2ビットエラーの 
お出 I も行います。複数の DIMM を搭載している場合に、ある1枚の DIMM が故障する 
と、自動的に故障した DIMM をシステムか5切り離し、動作を続けまず。 

- PCI バス 

32- bit /33 MHz の PCI バスを2ス□、ソト装備しています。 

- AGP バス 

AGP バスを1ス□、ソト装備しています。化荷時にグラフィックスアクセラレータボー 
ドを搭載しています。 


知つておをたいこと 


已 



周辺装置接続ポート 

US 己ポートを2つ、シリアルポートを2つ，キーボードポートとマウスポート、パラ 
レルポートを各1つずつ装備していまず。ネットワークじついては、前述の説 S 月を参 
照してください。 

標準团 0 S チップ 

本体の入化カシステムを制御したり、電源を ON にしたときに自己彰断 （ POST : 
Power On Self - Test ) を実巧したりするコント□—ラです。入化カシステムの設定 
や各種基本設を ( POWER / SLEEP スイッチのマスクや AC - UNK 機能)を変更すること 
もできます。使用するユーティリティは 、 「CMOS Setup 」 と呼ばれています。已章 
を参照してください。 

CMOS Setup (システム团 OS セッ ト アップユーテイリテイ） 

本体のマザーボード上に搭載され 
ている BIOS チップ巧の設定を変更 
ずるユーティリティです。乂化力 
の設定や RAS 機能に関ずる設走を 
します。詳しくは5章を参照してく 
ださい。 


Phoenix - Award WorkstationBIOS CMOS Setup Utility 


► standard CMOS Features 

► Advanced BIOS Features 

► Advanced Chipset Features 

► Integrated Peripherals 

► Power Management Setup 

► PnP/PCI Configurations 

► PC Helth Status 

> Ptequency/VoUage Control 

Load Fail-Safe Defaults 

Load Optimized Defaults 

Set supervisoi Password 

Set User Password 

Save & Exit Setup 

Exit Without Saving 

Esc Quit 

f 10 Save & Exit Setup 

t t > : Select Item 

Load Optimized Defaults 

















ソフトウェアび提供ずる機能 

本装置 I こ搭載されたユーティリティや添付のソフトウェアが提供ずる機能について説明しま 
ず。 

• Windows MediaTw サービス（ストリーミング配信ソフトウェア） 


Windows Media Tool における 
ストリー5ング配信.管理ソフトウェ 
アでず。 

Windows Media サービスでは、 W 下の 
ようなさまざまな配信が巧能です。 

ーオンデマンドのユニキャスト函信 

-ライブのユニキャスト、マルチ 
キャスト配信 






* ス5-卜： K イント 
ホ ブーパ—の R 定 

• ユニキ*スト UW ポイント 
• マルチ++ストステーシ S ン 
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ゆを防か■ります•り。 S ク•わ死ます • 
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重要な《£と用3: 

すノ巧-ノト-卜づ 


ーブ□ー ドキャスト配信 

詳細については> 4章またはオンラインヘルプを参照してください。 


めのま的な M ラタ—$サ巧はの巧定か 6 0S. さあ 
ユーティリティのインストールまでちホ巧の 
CD-ROU rEXPRESSBLJ ILDERJ をほって切れ目な’ 
<シームレスで）它ットアッブできる Express- 
5 80 0シリーズ巧自の坛ットアッブち法 T す， 

いードディスウを M 入巧のげほと*なるパーティ 
9ン巧ちで巧用する南さた日 S を S インスト ーJ 
すをみ為シームレスたットアッブを历用して 
くだ3い。、 m な t ットアッブ S この巧巧び代 
わゥて巧います。^ 

シームレスむットア•ノブ13、坛ヴ、聞お 
するおIこ e ットアッブIこ•と要なI田がさお S し 
コロッビーディスクに(呆巧し.它ットアップの怯 
Iこその巧巧 S 理一结み化して自巧的に 一a の吃ツ 
トアッブそなめるとし1うをのです。 

このとき•巧再3れるコロッビーディスクのことを 
r 坛ツトアツブバラメーさ PDJ と巧ぴ王す。 


• EXPRESSBUILDER®(CD 书 OM) 

添がの CD-ROM EXPRESS 己 UILDER 
は、次のような場合に使用します。 

-本装置にオペレーティングシステ 
ムをインス I ■'ールするとき 

ーシステム診断などの各種ツールを 
使用して本装置を1呆守' 管理する 
とぎ 

— ESMPRO や Express 円 cnic などの 

ユーティリティをインストールす 
るとぎ 

一 OEM - D に K などの専用ディスクを作成したり，システムをアップデートしたりする 
とぎ 

-オンラインドキュメントを読むとき 

EXPRES 犯 UILDER には、2つの起動ち法がありまず。起動ちまによって用途も異なり 
まず。 

- EXPRESSBUILDER から起動する 

本装置に EXPRESSBUILDER をセットして EXPRESSBUILDER か6起動するち法で 
す。起動後、表示されるメニューか6は、オペレーティングシステムの無人セット 
アップツール r シームレスセットアップ」や保ず-管理をずるためのを種、ソールを起 
動することができまず(3、4章を参照)。 


知つておをたいこと 
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Windows マシンにセツトして起動ずる 


Windows (Windows 95 J ； J 降、または Windows NT 4.0降）で動作している〕ン 
ピュータの CD - ROM ドライブにセットすると Autorun 機能で自動的にメニューが表 
示されまず。このメニューをマスターコント□—ルメニュー」と呼びまず。 

I ; システムの状態によっては自動的に起動しない場合があります。そのような場合 

「己 g は、 CD - ROM 上の々のファイルをエクスプローラ等から実斤してください。 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

このメニューか6は、 ESMPR 0 や ExpressPicnic などのユーティリティのインス 
卜ール、 OEM - D に K などの専用ディスクの作成、システムのアップデート、オンラ 
インドキュメントの閲覧などができます。 

• システム診断 

システム診断は、本装置を診断ずるツールです。本装置のメモリの IMM やプ□セ、ソサの 
キャッシュメモリ）や八ードディスク、 LAN コント□—ラの診断をします。 

システム診断は EXPRESSBUILDER に格納されています。詳細は4章を参照してくださ 
い。 


• ESMPRO ® (サーバ管理•監視ソフトウェア) 


「 ESMPRO 」 は、 NEC が提供するサーバ 
管理-監視ソフトウエアです。 

本装置の稼動状況や障害の監視をリ 
モートで巧い> 障害を事前に防ぐこと 
や万一の場合に迅をに対応することが 
できます。 


本装置を運苗する際は、 ESMPRO を利 
用して、万一のトラブルか6システム 
を守るようむがけてください。 



本装置の八ードウエアに対して 
ESMPRO ではじ(下の監視をします。 


監視対象 

機能 

CPU 

穗動監視機能、 CPU 負荷率の監視機能/高負荷の予防機能 

メモリ 

ECC メモリビツトエラー検化/訂正機能、メモリ使用率の管理機能 

ち巧ファン 

フアンの穂動状態の監視機能 

温度 

温度監視機能、温度異常時の起動抑止/停止機能 

電圧 

電圧監視機能、電圧異常時の起動抑止 


添付の CD - ROM 「 EXPRES 沈 UILDER 」 には本装置を監視するソフトウエア 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 と本装置を管理するためのソフトウエア 「 ESMPRO / ServerManager 」 が 
格納されています。 
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ESMPRO / ServerAgent は本装置にインストールします。 

ESMPRO / ServerManager はネツトワーク上の〕ンピュータにインストールします。 



* エクスプレス通報サービスを併せて利巧することも 
できます（エクスプレス通報サービスは別遠契約が 
'必要です）。 

ESMPRO / ServerAgent と ESMPRO / ServerManager の詳細は4章またはオンライン 
ドキュメントを参照してください。 

ESMPR 日を使ってさ6に高度なクライアントサーバシステムを構築ずる場合は別売の 
「 ESMPRO システム構築ガイド Ver . 2.00 JL 9005-201)」を参照してください。この説明 
書は ESMPR 0 製品をシステムで活用するためのガイドです。 

また、 ESMPR 0 には、サーバ管理用ソフトウェアをはじめ、ネットワーク管理や電源 
管理、ストレージ管理を行う専用のアプリケーション作 SMPR 0 プ□ダクト）が用意され 
ていまず。 ESMPR 0 プ□ダクトについては、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせ<ださい。 

• ExpressPicnic ® 

本装置に OS をインストールするときに 
使用ずる「シームレスセットアップ」 

は、起動後、 0 S のインストールの際に 
必要となるいくつかの設定項目（パラ 
メータ）を入力した後、フ□、ソピーディ 
スク I こそのパラメータを記録します。 

ここで作成されたフ□、ソピーディスク 
のことを r セツトアップパラ;<—夕 FD 」 

といいます。 


「 ExpressPicnic 」 は、本装置のセットアップで使用ずる「セットアップパラメータ FD 」 を 
事前に作成するツールです。 

シームレスセットアップを起動してからセットアップパラ^ータ FD を作成するより、事 
前に ExpressPicnic を使ってセツトアップパラ；夕 FD を作成しておくほうが、インス 
トールの際の手間も省けまず (4 章を参照)。 



NEC フイールデイング（株 ) 



障害通知 


FSWPRO/ServerManager 



保ず情報の連絡 



知つておをたいこと 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス 通報 サービス に登録ずることにより ，シス テムに発生ずる障害情報(予防保 
ず情報含む)を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができまず。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察®したり，障害発生時に 
迅まに保守を巧ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作ずるエクスプレス通報サービスと，クライアント上で 
動作するシステム監視サービス （ DMITOOL ) を連携させることでシステムを安をに稼働 
させることができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 届報連携機能)を提供 
していまず。 

I H-O エクスプレス通報ヴービスの利用には別途契約び必要でず。 


エクスプレス通報サービスは 「 EXPRESSBUILDER 」 に格納されています。詳細は4章 
またはオンラインドキユメントを参照してください。 

UPS 制御ツール 

商用電源のトラプルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力日え，電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの 
要因となる場合がありまず。 

お停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で适常使用している商用電源の電圧が低下し始め 
ると、自動的にバッテリか6電源を供給し> システムの停止を防ぎまず。システム管理 
者は、その圍じファイルの保をなど、を要な処理を行うことができまず。さ6じ電圧や 
電流の変動を巧え、電源装置の寿命を延ばして平ち故障聞隔 ( MTBF ) の延長にも貢献しま 
す。また、スケジユール等によるシステムの自動•無人運転を実現することもできま 
す。本装置では、 APC 社製 Smart - UPS をサポートしており 、 PowerChute p / us で管理- 
制御しまず。 





各部のち祿と機能 


本装置の各部の名称を次に示します。 



① POWER / SLEEP スィッチ 

本装置の電源を ON / OFF するスイッチ。一度巧す 
と POWER ランプが点なし， ON の状態になる。も 
う一度押すと OFF の状態になる卜16、16ペー 
シ‘)。 作 SMPRO をインストールすると、 

ESMPRO で OFF の状態を細かく設定することが 
できる。） 

省電カモード（スリープ）に切り替える機能を持た 
せることができる。設走後、一度押すと SLEEP ラ 
ンプが点なし、省電カモードになる。电う一度押 
すと、通常の状態になる旧の S の設定で AC 円 
Suspend Type を S 3 にしている場合は、20ぺ一 
ジのヒントを参照)。 

② POWER ランプ(緑色） 

電源を ON にすると緑色に点なする（^14ぺ一 
ジ)。 

③ D 旧 K アクセスランプ(緑色） 

本体内蔵の八ードディスクにアクセスしていると 
きに点灯する（^14ぺージ)。八ードディスクが才 
プシヨンボードに接続されている場合は、別売の 
専用ケーブルをボードとマザーボード上の HDD 
LED コネクタに接続することにより点灯する13 
ページ)。 

④ SLEEP ランプ(桓色） 

省電カモード（スリープ）で動作しているときに点 
巧ずる （^15 ぺージ)。 

⑥ CD - ROM ドライブ 

セットしたディスクのデータの読み化し（または書 
き込み）を行う（^23ぺージ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトするための卜 
レーイジェクトボタン、ディスクへのアクセス状 
態を表示するアクセスランプ（アクセス中は憧色に 
点な）、トレーを強制的にイジェクトさせるための 
エマージェンシーホールが装備されている。 



⑥ 3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ□、ソピーディスクを挿入し 
て，データの書き&み/読み化しを行う装 
置(^21ぺージ)。 

ドライブには，フ□、ソピーディスクをイ 
ジェクトするためのイジェクトボタン> フ 
□、ソピーディスクへのアクセス状態を表示 
するアクセスランプ（アクセス中は緑色に 
点な)が装備されている。 

⑦ スタビライザ (2 個、添付品） 

本装置を縱置きにして設置するときに本 
体を固をずる器具(一32ページ)。 


知つておさたいこと 






















①電源コネクタ 


添付の電源コードを接続ずる（^35ぺージ)。 

② AGP / PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□、ソ 
トト178ぺージ)。 

③ セキュリティプレート 

盗難防止用器具を取り付けることで装置内部 
の部品の盜難を防止ずることができる。 



④モニタコネクタ 


ディスプレイ装置を接続する（^33ぺージ)。 
( D ラインインコネクタ 

ラインアウト端子を持つ機器（オーディオ磯 
器など）と接続する（^33ぺージ)。 

( D ラインアウトコネクタ 

ラインイン端子を持つ機器（オーディオ機器 
など）と接続する（^33ぺージ)。 

⑦シリアルポート1コネクタ（ち側)/シリアル 
ポート2コネクタ(左側） 


⑥ ⑥ 



シリアルインタフェースを持つ装置と接続ず 
る （^33 ぺージ)。 


⑧ USB コネクタにポート） 

USB インタフェースを持つ装置と接続する 
卜33ページ)。 

対応するソフトウェア（ドライバ）が'必要。 

⑨ LAN ポート(ネットワークポート） 

⑨ -1 1 OOOBASE - T / 1 OOBASE - TX / 

10己 ASE - T コネクタ 
LAN 上のネットワークシステムと接続⑩ 
する（一33ページ)。 

⑨ -2 1000/100/10ランプ 

LAN ポートのおをを度を示すランプ(^ 

1已ぺージ)。 

⑨ -3 UNK / ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すラン® 
プ(一15ぺージ)。 


⑩プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタ 
と接続する（一33ページ)。 

ダンプスイッチ 

本装置のダンプ診断を巧う押しボタンスイ、ソ 
チ。通常は使用しない。 

キーボードコネクタ 

添付のキーボードを接続する（^33ぺージ)。 

マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する（^33ぺージ)。 
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装置内部 


① 3.日インチフ□ッピーディスクドライブ 

② CPU 

③ CD 书 0 M ドライブ 

④ AGP / PCI ライヴーカード 
⑥マザーボード 

⑥ ドディスク(標準装備） 

⑦ 電源ユニット 



⑥ 

本体背面側 


本体前面側 


マザーボード上のコネクタの位置とを称を示します。（ここでは本装置のアップグレードや 
保守馆 B 品交換など)の際に使用ずるコネクタのみあげています。その他のコネクタや部品に 
ついては化荷時のままお使いください。） 


① 

② 

③ 

④ 

⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑥ 


⑨ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 

⑩ 


スピーカ用コネクタ 

CPU フアンコネクタ 

CPU ソケット 

フ□ントフアンコネクタ 

DIMM ソケット （Slot #1、已 12 MBDIMM を 

標準装備） 

DIMM ソケット （Slot #2) 

HDD LED コネクタ(別売ケーブル用） 

PCI ライザカード用ス□ット ( AGP ス□ットを 
1ス□ット（グラフィックスアクセラレータ標 
準装備)、 PCI ス□ットを2ス□ット搭載。上か 
5 PCI # 吕一 PCI #1- AGP ) 

CMOS ク U ア用ジヤン•/ くスイッチ （ 127ぺージ 
参照） 

外部接続コネクタ(前ページ参照） 

リアフアンコネクタ 
フ□ッピーディスクドライブコネクタ 
リチウム電池内蔵バッテリ 
スイッチ/ランプ用コネクタ 

A - ドディスクドライブコネクタ （Ultra 
ATA ) 

CD - ROM ドライブコネクタ（インタフエース） 


① 


本体前面側 
②③ 


④⑥⑥ 



⑩ 

⑩ 


⑩ 

本体背面側 

電源コネクタ 

CD - ROM ドライブ用コネクタ（電源） 


知つておをたいこと 
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ランプ表巧 


D に K アクセスランプ 



POWER ランプ 


本装置のランプの表示とその意□未は次のとおりでず。 

POWER ランプ 

本装置の電源が ON の闇、ランプが緑色に点なしていま 
す。電源が本装置に f 共給されていないと POWER ランプ 
が消好します。 

省電カモード中は、 SLEEP ランプとの組み合わせでサ 
スペンドタイプを表示します（サスペンドタイプについ 
ては、この後の r 省電カモードの起動」を参照してくださ 
い。 

• SLEEP ランプ点归 / POWER ランプ点な： S 1 

• SLEEP ランプ点な/ POWER ランプ消灯： S 3 


DISK アクセスランプ 

DISK アクセスランプは本装置内部の八ードディスクに 
アクセスしているときに点なします。 

フ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブのア 
クセスランプは、それぞれにセットされているディス 
クや CD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 

I M-O オプションボードにより内部の A - ドディスクに 
アクセスしている場合は、点なしません。別売り 
のケーブルを接続ずることで点打しまず。 
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SLEEP ランプ 


本装置が省電カモードに切り替わると SLEEP ランプ 
が点灯しまず。 

省電カモードは本装置の POWER / SLEEP スイッチ 
を押すと起動します。また、 0 S によっては一を時闇 
U ±- 本装置を操作しないと自動的に省電カモード 
に切り替わるよう設走:したり 、 Windows 2000の〕 
マンドによって省電カモードに切り替えたりずるこ 
ともできます。（オプションボードによっては機能し 
ないものもありまず。また、 BIOS の設をで ACPI 
Suspend Type を S 3( STR ) にしている場合は、20 
ぺージのヒントを参照してください。） 



1000/100/10ランプ 

標準装備の LAN ポートは，1000 BASE-T ( 1 Gbps ) 
と100 BASE - TX ( lOOMbps ) 、1 0 BASE-T 
(10 Mbps ) をサポートしています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードが 
どのネットワークインタフ エースで 動作されている 
かを示します。憧をに点なしているときは、 
1000 BASE - T で動作していることを示します。緑を 
に点なしているときは > 1〇祀 ASE - TX で動作してい 
ることを示します。消なしているときは、 10 BASE - 
T で動作していることを示します。 


LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示し 
ます。本体と HU 己に電力が供給されていて、かつ正 
常に接続されている聞、憧をに点灯します ( LINK ) 。 
ネットワークポートがを受信を行っているときに糧 
色に点滅します ( ACT )。 


1000/100/10ランプ 



LINK/ACT ランプ 


LINK が態なのにランプが点灯しない場合は、ネット 
ワークケーブルの状態やケーブルの接続状態を確認 
して < ださい。それでもランプが点灯しない場合 
は、ネットワーク （ LAN ) コント□-ラが故障してい 
る場合があります。お買い求めの販売店、または保 
守サービス会社に連絡してください。 


知つておをたいこと 


1已 



























































運用時の操作 

電源の ON / OFF のちまなど日常の運届で巧っておいていただきたい操作手順について説明しまず。 


電源の日 N 


本装置の電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと ON の状態になりまず。 
次の順唐で電源を日 N にします。 


1. フ□、ソピーディスクドライブじフ□、ソピーディスクをセツトしていないことを確認ずる。 


2. ディスプレイ装置、および本装置に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

I チェック I 

無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置じ電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを磕認してください。 


3. 本装置前面にある P 0 机 ER / SLEEP ス 
イッチを押ず。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばら 
くするとディスプレイ装置の画面には 
「 NEC 」 a 3 が表示されまず。 



rNECjDZf を表示している間、本装置は自己診断プ□グラム （ POST ) を実巧して本体自身の診断 
をしまず。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧くだきい。 POST を完了ずると 0 S が起動 
しまず。□グオン画面でユーザーをとパスワードを入力ずれば使用できる状態になりまず。 

I チェック I 

戶 OST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。137ページを参 
照してください。 

• P の cessor が異常高温になった場合、高価な部品を保護するための回路が作動しま 
rtvpi す。この場合、システムは、電源 OFF のが態となります。 

• 運用環境（周囲温度など）を確認の後、再度、電ミ原を ON にする也、要があります 
( Processor が冷却されるまでの間（通常、5分程度）は、電源を OFF のが態にして 
おく 必要があ る場合もあります）。 
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POST (Power On Self - Test ) は、本装置のマザーボード内に記録されている自己彰断機能 
でず。 

POST は本装置の電源を ON にずると自動的に実行され、マザーボード ， ECC メモリモ 
ジュール、 CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実 
行中に各種の B の S セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


本装置の化巧時の設定では、 POST を実行している聞、ディスプ 
レイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。（電源 ON の時か6 
< Tab > キーを押したままにすると、 POST の実行内容が表示さ 
れます。） 


に！]层に 


pi ; < Tab > キーを巧さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させることができます。 
[^ 3 ^ 「CMOS Setup ユーティリティ」の 「Advanced BIOS Features (110 ぺージ）」にある 「 F 山 I 
Screen LOGO SHOW 」 の設をを「 Disabled 」 に切り替えてください。 


POST の実行内容は常に殖認ずる'必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 本装置の導入時 
• 「故障かな？」とおったとき 

• 電源 ON か 60 S の起動の聞に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置じなんらかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実巧される内容を順をおって説明します。 




POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないよラにしてください。 

システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any KeyJ とキー入力を要 
巧ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS が要求しているためのものでず。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを}甲して < ださい。 

オプションの PCI ボードの巧り付け/取り列し/取り付けているス□ットの変更をして 
か5電源を ON にずると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあること 
を示ずメッセージを表示して POST をいったん停止ずることがありまず。 

この場合は < F 1 >キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設定できまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めまず。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。本装置に搭載されて 
いるメモリの量(こよっては、メモリチェックが完了ずるまでに数分かかる場合もあります。同様 
に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をずるの(こ約1分程の時間がかかる場合がありま 
す。 


知つておさたいこと 
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2. メモリチェックを終了ずると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭載している 
CPU 作接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、本装置のマザーボードじある巨10 S セットアップユーティリティ rCMOS Setup 
ユーティリティ」の起動を促ずメッセージが画面左下に表示されます。 


[Press DEL to enter SETUP 


本装置を使用ずる環境じあった設定に変更ずるときに起動してください。エラーメッセージを 
伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更ずる必要は 
ありません(そのまま何も入力せず(こいると数秒後に POST を自動的に続けます)。 

CMOS Setup ユーティリティを起動するときは、メッセージが表示されている間にく Delete >+- 
を押します。設定方法やパラメータの機能については、日章を参照してください。 

CMOS Setup ユーティリティを終了ずると、本装置は自動的にもう一度はじめから POST を実行 
します。 

4. 続いて本装置にオプションの SCSI コント□ーラボードなどの専用の BIOS を持ったコント□ーラ 
を搭載している場合は、それぞれの巨 I 0 S をセットアップずるユーティリティの起動を促すメッ 
セージが表示されまず(そのまま何も入力せずにいると数抄禮(こ POST を自動的に続けまず）。 

く例： SCSI 巨 I 0 S セツトアップユーティリティの場合> 


[Press <Ctrl> <A> for SCSISelect[TM) Utility! I 


ここでく Ctrl > キーと < A > キーを押ずとユーティリティが起動します。詳しくは、 SCSI 機器 
に添付の説明書を参照してください。 

SCSI ユーティリティを使巧しなければならない例としては次のような場合がありまず。 

• ファイルベイに SCSI 機器を取り付けた塌合 
• 外付け SCSI 機器を接続した場含 
• 本装置内部の SCSI 機器の接続を蛮要した塌合 

已.オプションボードに接続している機器の情報などを画面に表示しまず。 

巨. CMOS Setup ユーティリティでパスワードの設定をずると、 POST が正常に終了した後に、パス 
ワードを入力ずる画面が表示されます。 

I H-Oim 

os をインス I ルずるまではバスワードを設定しないでください。 


1. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーをお化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
詳しくは6章で説明しています。 

I H -0 保守ヴービス舍なに連結ずるとさはディスプレイの表巧をメモしておいてください。アラー 
ム表示はな守を行5とさに有巧な情報となりまず。 












電源の日 FF 


次の順唐で電源を OFFl こします。本装置の電源〕ードを UPS に接続している場合は、 UPS に 
添付のマニュアルを参照ずるか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアルを参照 
してください。 

• P の cessor が異常高温になった場合、高価な部品をイ呆護するための回路が作動します。 
この場合、システムは、電源 OFF のが態となります。 

• 運用環境（周囲温度など）を確認の後、再度、電源を ON にする化要があります 
( Processor が冷却されるまでの間（通常、5分程度）は、電源を OFF のが態にしておく'必 
要がある場合もあります）。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 本装置前面じある POWER/SLEEP スイッチを押す。 

P 0 机 ER ランプが消财しまず。 

3. 周辺機器の電源を OFF じする。 


知つておさたいこと 
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省電カモードの起動 


本装置の電力をほとんど使用しない状態馆電カモート\またはスリープモード）にすること 
ができます。 


I H -0 搭載しているオプションボードによっては、機能しない場合びありまず。 


OS 上での設定後、前面にある POWER / SLEEP スイッチを押 
すと省電カモードになります ( SLEEP ランプが点なします)。 
省電カモードになつてもメモリの内容やそれまでの作業の状 
態は保持されています。 

POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと元の状態に戻ります坑の 
状態に戻るまで I こかし時闇がかかる場合がありまず）。 



■ I ： • 省電カモード中の動作レベルは、使用している 0 S に化存します 。 （Windows 2000で 

[■^3^ は、[コントロールパネル]-[電源オプション]を開き、[詳細]-[電源ボタン]の設定を 

[スタンバイ]にすると POWER スイツチを SLEEP スイツチとして使用することができま 

す。） 

• CMOS Setup ユーテイリティで 「Power Management Setup」-*TACPI Suspend Type 」 
を 「 S 3 ( STR )」 に設定してると、 POWER / SLEEP スイッチを巧してスリープが態から復 
婦するときに、（電源オプションのプロパティでの）「モニタの電源を切る」のが態で復帰 
する場合があります（画面に出力されない）。その場合は、キーボードかマウスを操作す 
ると通常が態に戻ります。 

• オプションボードによっては 、 CMOS Setup ユーテイリテイで 「 Power Management 
Setup 」 一 「ACPI Suspend Type 」 を 「 S 3 ( STR )」 に設をしてると、スリープが態から復帰 
しない場合があります。その場合は 「 S 1( POS )」 に設をして使用してください。 

• サスペンドタイプの 「 S 1( POS )」 はソフトオフが態を示します。 「 S 3( STR )」 と比較して 
省電力効果は少ないですが、その分、確実に復帰します。 「 S 3( STR )」 は RAM へのサス 
ペンドが態を示します。 RAM に保存されている内容を保持するために'必要となる電力だ 
けを使用します。 
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フ□ッピーディスクドライブ 


本装置前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）' 保を（ライト）を巧う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されていまず。 

2モードのフロツピードライバ ( FAT 1.44 M 己と 720 KB フォーマツトのフ□、ソピーディスクを 
使用可能）が標準でインス I -ールされています。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本装置の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを植認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□ッピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ，ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンがかし飛び化します。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

^ • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットずると，ディスクの内容を読め 

ないことをな]6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
0 S に添付のマニュアルを参照してフ□ッピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□ッピーディスクをセットした後に本装置の電源を ON にしたり，再起動ずるとフ 
□ッピーディスクか6起動します。フ□ッピーディスク巧にシステムがないと起動でき 
ません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプがミ肖なしていることを磕認してか6フ□、ソピーディ 
スクを取り化してください。アクセスランプが点灯中に取り化すとデータが巧壊される 
おそれがあ y ます。 


フ□ツピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取りあって<ださい。 

• フ□ツピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャツタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所やお房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のおくや薬品のお < には置かないでください。 


知つておをたいこと 
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• 磁石など磁気を帯びたわのををづけないで < ださい。 

•クリ、ソプなどではさんだり，落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりか6保畫できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フ□、ソピーディスクは、保をしている内容を誤って消 
ずことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようじなっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできまず 
が、ディスクのフォー マッ トやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時と J 外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで巧います。 

• フ□、ソピーディスクは> とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化じよって 
データが失われることがありまず。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて，万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めしまず。（本装置に添付され 
ているフ□、ソピーディスクはをずノ \’ツクアップをとってください。） 
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ディスクのセット 

ディスクは次の手順でセツトします（ここでは横置きの場合を例に説明していまず）。 


1 . ディスクをドライブにセツトずる前に本装置の電ミ原が ON ( POWER ランプが緑色に点のになって 
いることをお認する。 

吕.ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押ず。 

トレーがみし化てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き化し，トレーが止まるまで 
引さ化ず。 


4. ディスクの义字が印刷されている面を上にしてトレーの上 
に静かに、お実に置く。 



力:字が印刷ちれている面 




A ミち意 


GA 

装置を安全にお使いいただくために次のミ主意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM ドライブ 


本装置前面に CD - ROM ドライブがあります。 


知つておをたいこと 
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6. トレーの前面を超く押して元に戻ず。 

M-O ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく 聞 
こえるときはディスクをセットし直してください。 


ディスクの取り出し 

ディスクの取り化しは、ディスクをセットずると 
きと同じようにトレーイジェクトボタンを押して 
トレーを引き化します。 

アクセスランプが点なしているときはディスクに 
アクセスしていることを示しまず。トレーイジェ 
クトボタンを押す前にアクセスランプが点巧して 
いないことを植認してください。 

ち國のように、片方の手でトレーを持ち、もう一 
方の手でトレーの中も、にある□ーター部分を押さ 
えながらディスクの端をおくつまみ上げるように 
してトレーか6取り化しまず。 

ディスクを取り化した6トレーを元に戻してください。 




24 












取り出せな < なったとさの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを本装置か6取り化せない場合は、次の手順に 
従って取り化します。 

1. P 0 附 ER / SLEEP スイッチを押して本装置の電源を OFF ( POWER ランプミ肖な）じする。 

吕.直径約 1.2 mm , 長さが100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代用できる）をドライブ前面ち側にある 
エマージェンシーホールに 差し込んで、 

トレーが化てくるまでゆっくりと押す。 

ドライブのタイプじよってエマージェン 
シーホールの 位置がことなることがあり 
まず。 


• つま楊ほやプラスチックなど巧れ 
やずいをのを使庙しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を巧ってちディスクび 
取り出せない場合は、な守ヴービ 
ス会社に連経してください。 

3. トレーを持って引き化ず。 

4. ディスクを取り化ず。 

已. トレーを押して元じ戻ず。 

ディスクの取り扱いについて 

本装置にセットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない r コピーガード付き CD 」 などのディスクじつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを目よ6ないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで < ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銘筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き化まないで<ださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所やお房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 



知つておをたいこと 
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• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で> 内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで < ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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IJ セツ 



OS が起動ずる前にシステムが動作しなくなったとは、く Ctrl > キーとく Alt > キーを押し 
ながら、く Delete > キーを押してください。システムがリセットされます。 


n-O リセットは、本装置の DIMM 巧のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてしまいまず。 

八ングアップしたとき m がでリセットを巧うときは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 


強制電源日 FF 


0 S から本装置をシャットダウンできなくなったときや、 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押しても電源を OFF にできなく 
なったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本装置の POWER / SLEEP スイ、ソチを4秒ほど押し編けてくだ 
さい。電源が強制的に OFFI こなります。（電源を再び ON にする 
ときは、電源 OFF (強制シャットダウン)から約10秒ほど待っ 
てから電源を ON にしてください。） 

n-O リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、 
電源を ON にし直して、 OS を起動させ、正常な方法で電 
源を OFF にしてくだをい。 


Processor が異常高温になった場含、高価な部品をイ呆護するための回路が作動します。 
この場合、システムは、電源 OFF のが態となります。 



4秒]:上押し 
統ける 


\JW\ 


運用環境（周囲温度など）を確認の後、再度、電源を ON にする也、要があります 
(Processor が冷却されるまでの間（通常、5分程度）は、電源を OFF のが態にしておく'必 
要がある場合もあります）。 


知つておさたいこと 
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